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学校だより
が っ こ う

横浜市立飯田北小学校
よこはましりついいだきたしょうがっこう

校 長 巻木 博明
こうちょう ま き き ひろあき

学 校 の 宝
がつ こう たから

校 長 巻木 博明
こう ちよう まき き ひろあき

学校を開く 週 間 で 行 った土曜授 業 参観には 多くの保護者の皆様がご 出 席「 」 、
がつこう ひら しゆうかん おこな どようじゆぎようさんかん おお ほ ご しや みなさま しゆつせき

くださり、 誠 にありがとうございました。
まこと

読書１０月は学校の方でもそれぞれの秋を楽しむことができたので 紹 介します、 。
じ ゆうがつ がつこう ほう あき たの しようかい どくしよ

に相応しく、 泉 図書館と青い鳥の皆様によるお 話 会を開き、読書に親しむこの秋
あき ふさわ いずみ と しよかん あお とり みなさま はなしかい ひら どくしよ した

。「 、 。」とができました お 話 の聞き方がみんなとても 上 手なので 気持ちよく話せました
はなし き かた じよう ず き も はな

とお褒めの言葉もいただきました。 に相応しく、５年生がみなとみらいホー芸 術 の秋
ほ こと ば げいじゆつ あき ふさわ ご ねんせい

ルに行って 「 心 の 教 育ふれあいコンサート」でオーケストラの演奏を鑑 賞 してき、
い こころ きよういく えんそう かんしよう

ました （９月３０日でした） に相応しく、５年生が２４日（土）に保護者。 実りの秋
く がつ にち みの あき ふさわ ご ねんせい にち つち ほ ご しや

と一緒に学校の田んぼで稲刈りをして 今干しているところです そして 全学年の皆、 。 、
いつしよ がつこう た いね か いま ほ ぜんがくねん みな

さんが 兄 弟学年等で学校農園のサツマイモを 収 穫して、１年生の顔と同じらいの
きようだいがくねんとう がつこうのうえん しゆうかく いちねんせい かお おな

。 、 。大きな芋を掘ることができました 大学芋に変身して 給 食 に登 場 する予定です
おお いも ほ だいがくいも へんしん きゆうしよく とうじよう よ てい

に相応しく、３・４組のみなさんが２０日（火 ・２１日（水）と一泊二日行楽の秋 ）
こうらく あき ふさわ くみ は つ か か にち すい いつぱく ふ つか

で三浦ふれあいの村に行って、三浦の秋を楽しんできました。インフルエンザの関係
み うら むら い み うら あき たの かんけい

で参加できない学校もありましたが、参加した本校の皆さんは大活躍だったとのこと
さん か がつこう さん か ほんこう みな だいかつやく

です。 に相応しく、６年生が２９日（木）に日産スタジアムで 行 われスポーツの秋
あき ふさわ ろくねんせい にち もく につさん おこな

た市立 小 学校体育大会に参加してきました。他校・他区の８０校（５校はインフル
し りつしようがつこうたいいくたいかい さん か た こう た く こう こう

エンザの関係で不参加）約７５００名の６年生と一緒に演じたり、跳んだり、走っ
かんけい ふ さん か やく めい ろくねんせい いつしよ えん と はし

たりして 秋の一日を満喫できました この大会に向けての６年１組の皆さんの取り組、 。
あき いちにち まんきつ たいかい む ねん くみ みな と く

みには 「励まして高め合う」という点で大きな 収 穫があったようです。、
はげ たか あ てん おお しゆうかく

１ １ 月は、３・４年生による区音楽会も予定され、それに向けて取り組んでいる
じゆういちがつ よ ねんせい く おんがつかい よ てい む と く

ところです。

、 、 。さて 昨日１ １ 月１日は 飯田北 小 学校の開校記念日で３１歳の誕生日でした
きのうじゆういちがつつ い た ち いい だ きたしようがつこう かいこう き ねん び さい たんじようび

現在本校に在籍している１９３名の子どもたち一人学校の 宝 は、何はさておいても
がつこう たから なに げんざいほんこう ざいせき めい こ ひと り
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ですが 今月号では他校ではあまり見ることのできない物的な 宝 宝 物 の幾ひとり 、 （ ）
こんげつごう た こう み ぶつてき たから たからもの いく

つかを 紹 介したいと思います。
しようかい おも

インフルエンザが猛威を振るっているので、手洗い・うがいの励行とマスク 着 用等
もう い ふ て あら れいこう ちやくようとう

をお願いいたします。
ねが

二 宮 金次郎之像
に のみやきん じ ろう の ぞう

正門を入って 左 側の植え込みの 所 に、二 宮 金次郎之像があります。この像は、
せいもん はい ひだりがわ う こ ところ に のみやきん じ ろう の ぞう ぞう

中屋敷にお住いの持田菊雄様より寄贈していただいたものです。二 宮 金次郎につい
なか や しき すま もちだきくおさま き ぞう に のみやきん じ ろう

て、次のようなプロフィルが載っていたので、 紹 介します。
つぎ の しようかい

～江戸時代後期の農政家 相模 神奈川県 のまずしい農家に育ち 少 年時代から仕事。 （ ） 、
え ど じ だいこう き のうせい か さがみ か な がわけん のう か そだ しようねん じ だい し ごと

のひまを見つけて勉 強 した。成 長 して無税のあれ地を開たくし、大地主となった。
み べんきよう せいちよう む ぜい ち かい おお じ ぬし

、 、 。 、 、そのため 各地の農村の復興をまかされ これにも成功した のち その農 業 知識
かく ち のうそん ふつこう せいこう のうぎよう ち しき

土木技 術 がみとめられ、幕臣に取りたてられたが、日光の幕府の 領 地の復興につと
ど ぼく ぎ じゆつ ばくしん と につこう ばく ふ りよう ち ふつこう

めるとちゅう、 病 死した （ 略 「 小 学館・学 習 百 科事典 学 習 人物事典」よ。 ）
びよう し りやく しようがくかん がくしゆうひやつ か じ てん がくしゆうじんぶつ じ てん

り抜粋～
ばつすい

校舎壁面のレリーフ
こうしやへきめん

校庭から校舎の壁面を見ると 棟には帆船 棟には太陽 日輪 体育館には天馬、 、 （ ）、A B
こうてい こうしや へきめん み とう はんせん とう たいよう にちりん たいいくかん てん ば

のそれぞれのレリーフが 施 されていることに気付かれることと思います。このレリー
ほどこ き づ おも

フをもとにして 校歌の歌詞ができているのは分かりましたが 数多くあるデザインの中、 、
こう か か し わ かずおお なか

からどうしてこの三種類に決まったのか、当時勤務されていた先生や 教 育委員会の
さんしゆるい き とう じ きん む せんせい きよういく い いんかい

責任者や設計を担当された方まで聞きましたが その理由は分かりませんでした 当時、 。
せきにんしや せつけい たんとう かた き り ゆう わ とう じ

、 、は景気が今より良かったために このようなレリーフを 施 すこともできたとのことで
けい き いま よ ほどこ

その後に建設した学校にはあまりないそうです。
あと けんせつ がつこう

人 力 消 防ポンプ
じんりよくしようぼう

このポンプは 昇 降口に置いているのですぐ気付かれると思いますが、中屋敷自治会
しようこうぐち お き づ おも なか や しき じ ち かい

から寄贈された物で、次のような説明が付いています。
き ぞう もの つぎ せつめい つ

～大 正 １５年（１９２６年） 東 京 ・神田 服 部 商 会 製造
たいしよう ねん ねん とうきよう かん だ はつとりしようかい せいぞう

このポンプは、はじめ柳 明 町 内会で使っていました。その後、中屋敷自治会が引
やなみようちようないかい つか ご なか や しき じ ち かい ひ

き継いで、 昭 和４３年（１９６８年）動 力 ポンプが入るまでの４２年間も使われま
つ しよう わ ねん ねん どうりよく はい ねんかん つか

した。実際に使った人は 「このポンプで何回も火事を消しました。たいへんな 力 が、
じつさい つか ひと なんかい か じ け ちから

必要で、つかれてしまい、帰り道はとてもたいへんでした 」と話しています。～。
ひつよう かえ みち はな

以前勤務されていた先生（ 現 ・はまっ子の西郷 宏 先生）に聞いたら 「１回だけ、
い ぜんきん む せんせい うつつ こ さいごうひろしせんせい き かい

実際に使っみてたら、１メートル放水できました。壊れるといけないので、１回だけ
じつさい つか ほうすい こわ かい

で止めました 」との 話 です。。
と はなし

外国の衣 装 と民芸品
がいこく い しよう みんげいひん

棟３階の視 聴 覚室隣りの部屋に、韓国・ 中 国・カンボジア・ベトナム・ラオスB
とう かい し ちようかくしつとな へ や かんこく ちゆうごく

・タイ・フィリピン・ブラジル・ペルー・日本などに関係する衣 装 や民芸品などが
に ほん かんけい い しよう みんげいひん



所 狭しと 収 納されています。毎年「ふれあい広場～みんなの国を知ろう～」の発
ところせま しゆうのう まいとし ひろ ば くに し はつ

表 会では日の目を見て、子どもたちの活動意欲を喚起し、発 表 に 彩 りを添える物
ぴようかい にち め み こ かつどう い よく かん き はつぴよう いろど そ もの

ばかりです。これだけの枚数・個数は一 朝 一夕に揃えられるものではなく、帰国さ
まいすう こ すう いつちよういつせき そろ き こく

れる保護者や知り合いの方々にお願いして これまでに少しずつ少しずつ集めてきた物、
ほ ご しや し あ かたがた ねが すこ すこ あつ もの

や、 中 華街やイベント会 場 などに行って買ったり、ゆずり受けたりして集めた物な
ちゆう か がい かいじよう い か う あつ もの

どです。

１年に１回だけの使用ではなく、使用機会が多くなるよう活動の幅を広げていると
いちねん かい し よう し よう き かい おお かつどう はば ひろ

ころです。最近では、他校などからも 借 用の依頼があるので貸し出しています。
さいきん た こう しやくよう い らい か だ

古い民具や農具
ふる みん ぐ のう ぐ

棟４階・６年１組の隣り（一番奥）に 郷 土資 料 室があります。それまで地域のB
とう かい ねん くみ とな いちばんおく きよう ど し りようしつ ち いき

方々からいただいていた物を、開校２０ 周 年を機にこの部屋にまとめて整備したと
かたがた もの かいこう しゆうねん き へ や せい び

のことです。

民具では 石板・れんたんひばち・石うす・せんたく板・火ごて・おひつ・つるべ桶、
みん ぐ せきばん いし いた ひ おけ

・みのがさなどがあり、 昔 の生活をしのばせる物ばかりです。農具では、おんぐわ・
むかし せいかつ もの のう ぐ

こえおけ・大八 車 ・背負子（しょいこ ・すき・千歯・唐箕（とうみ ・むしろを作） ）
だいはちぐるま し よい こ せん ば とうみの つく

る道具・桑きり・糸 車 と糸巻きなど 養蚕に関係する物などもあります 民具・農具、 。
どう ぐ くわ いとぐるま いと ま ようさん かんけい もの みん ぐ のう ぐ

ともに、大 正 時代から 昭 和時代の前半に使用していた物が大部分で、社会科の学
たいしよう じ だい しよう わ じ だい ぜんはん し よう もの だい ぶ ぶん しやかい か がく

習 などで役立てたい物ばかりです。
しゆう やく だ もの

５年 生の稲刈り 多くの保護者の方に 刈り取った稲は、のろんぼうに干されてい
ねんせい いね か おお ほ ご しや かた か と いね ほ

手伝っていただきました。 ます。
て つだ

１ 年 生と６ 年 生 力 を合わせてお芋掘り こんなにたくさんとれました。
いちねんせい ろくねんせい ちから あ いも ほ


